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１ 地域医療構想について
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○ 地域医療構想は医療法上、医療計画の一部として位置付けられ
ており、本県では平成28年３月に策定。

○ 本県の構想区域は、二次保健医療圏（９圏域）と同様に設定。

R6.3.29 厚生労働省
「第１回新たな地域医療構想等
に関する検討会」資料１



２ 推進区域及びモデル推進区域の設定について
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【設定の内容】

＜概要＞
○ 「2025年に向けた地域医療構想の進め方について」（令和６年３月28日付け医政発0328第３号厚生労
働省医政局長通知）で、令和６年度からの新たな取組として、病床機能報告上の病床数と必要量の差異等
を踏まえて国が推進区域及びモデル推進区域を設定することが示されたところ。
（地域医療構想で定めている令和７年の必要病床数に近づける取組を強化する区域を設定するもの。）

○ 「地域医療構想における推進区域及びモデル推進区域の設定等について」（令和６年７月31日付け医政
発0731第１号厚生労働省医政局長通知）により、国が推進区域及びモデル推進区域を設定し、岩手県では
推進区域として両磐構想区域が設定されたもの。

推進区域 モデル推進区域

全国の設定数 各都道府県１～２か所程度 推進区域のうち、全国14か所

設定の考え方
令和７年の必要病床数との差異が特に
生じている区域等

推進区域のうち、特に国による重点的
な支援の必要性が考えられる区域

取組内容

当該推進区域において設定している機
能別の必要病床数に近づけるための取
組等を定める区域対応方針を令和６年
度中に策定、令和７年度に取組を実施

推進区域の取組に加え、国によるデー
タ分析等の技術的支援及び国庫補助金
の優先的配分等による財政的支援の実
施
（国によるアウトリーチの伴走支援）

岩手県 両磐構想区域 該当なし

設定の理由
岩手県内で急性期病床数が最も過剰で
ある両磐構想区域を設定するもの(※)

―

※ 令和４年度病床機能報告の結果



【参考】病床機能報告上の病床数及び地域医療構想における2025年の必要病床数
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出典：厚生労働省「地域医療構想」https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000080850.html
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＜県内全ての構想区域＞
○ 各構想区域において、令和７年の必要病床数に向け、地域医療構想推進の取組を引き続き進めていく必
要がある。

＜国から推進区域に設定された両磐構想区域＞
○ 国から推進区域に設定された両磐構想区域においては、実態を把握し、分析を行った上で、地域医療構
想調整会議において協議を行い、令和６年度中に区域対応方針を策定する。

○ 令和７年度に区域対応方針に基づく取組を実施する。

３ 今後の取組内容

※ 推進区域の設定に当たって国が使用したデータは、令和４年度
病床機能報告の結果
→ 病床機能報告は、医療機関の自主判断により機能別病床数が報
告されていることから、「急性期」と回答している医療機関であっ
ても、実態としては「回復期」や「慢性期」の機能を担っている可
能性があること。
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○ 都道府県において令和８年度に新たな地域医療構想を策定し、令和９年度から取組開始となる見込み。
○ 新たな地域医療構想については、2040年を見据え、医療・介護の複合ニーズを抱える85歳以上人口の増
大等に対応できるよう、病院のみならず、かかりつけ医機能や在宅医療、医療・介護連携等を含めた検討を
行う必要があることから、国において令和６年３月に「新たな地域医療構想等に関する検討会」を新設し、
検討を行っているところ。

○ 新たな地域医療構想の策定に向けて、本県において国の検討事項や医療需要の変化等を踏まえた中長期的
な課題の整理及び分析が必要。

４ 参考（新たな地域医療構想について）
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